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『交通事故にあわないために』

講話 ５年担任 中村裕治

昨年、交通事故が多く発生した県はどこでしょう。東京？大阪？答えは、み

んなが住んでいる愛知県です。

そのように交通事故死ワースト１の愛知県では、けが

や死んでしまった人が出た交通事故は何件起こったで

しょう？答えは約４０，０００件です。弥富市に住ん

でいる人の数が約４４，０００人なので、それに近い

ぐらいの数ですね。その中で、亡くなってしまった方

は何人でしょう。実は、２１２人の人が亡くなってい

ます。今、この体育館の中にいる人の数より多くの人

が亡くなりました。

では、どういう状況で亡くなったのでしょうか。

一番多いのは、歩行者です。次に、自動車に乗ってい

た人です。そして、自転車の順です。

この中でみんなに特に関係があるのは、歩いてい

るときと自転車に乗っている時です。自転車に乗っ

ているときは、信号無視や交差点などで止まらなか

ったことが主な原因になっています。また、歩いて

いるときは、信号を守らなかったり、横断歩道を使

わなかったりしたことが主な原因になっています。

それでは、みんなが事故にあわないようにするためにはどうしたらよいので

しょうか？一番大切なことは、交通ルールを守ることです。歩行者の交通ルー

ルの基本は、右側歩行です。そして、横断歩道を渡りましょう。また、道路で

ボール遊びやスケートボードをしないようにしましょう。しかし、ルールを守

っていても事故にあうことがあるの

で、周りをよく見て、危なくないか

いつも考える事も大切です。夜など

には、白や黄色などの明るい服や反

射材を身に付け、目立つようにする

ことも大切です。

次に、自転車に乗るときのルール

です。自転車は車道の左側を通りま

すが、歩行者に迷惑をかけなければ

歩道を通ってもよいことになってい



ます。二人乗りや横に並んで走りません。信号を守り一時停止をしま

す。また、夜はライトをつけます。最後に、みんなは絶対にヘルメッ

トをかぶってください。

こうしてルールを守り、まわりに気をつけて絶対に交通事故に

あわないようにしてください。

なわとび集会
この時期にしては穏やかな天気の中で、１４日（火）に、

なわとび集会を行いました。体育委員が準備運動や最初の練習の指示をして集

会をスタートしました。

前半が短なわでの個人種目です。「前跳

び」「後ろ跳び」「あや跳び」「二重跳び」

などふれあい班の中で種目を割り振り、順

番に挑戦していきました。約１か月練習を積んできたので、みな軽やかに跳ぶ

ことができていました。

後半は、長なわを使っての「８の字跳び」です。なわを回

す速さや回っているなわに入るタイミングなど、ふれあい班

で協力して練習を積んできたので、こちらも跳ぶ回数が格段

に増えていました。中にはタイミングがずれてなわにかかっ

てしまう児童もありますが、「だいじょうぶだよ」と周りか

ら優しく声がかかり、みんなで楽しく跳ぶことができました。


